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長良川せせらぎ魚道 勾配1/80-1/120



魚道のタイプも、魚の大きさも、遊泳行動もさまざま



遡上の可否は、遊泳速度だけで決まらない

再生速度1/1

イワナ BL208.3±10.4mm カジカ BL88.5±3.2mm

10ｃｍの落差は、
魚の移動の障害となるか否か？



カジカの遊泳行動解析

1/200秒間隔で捉えた体の傾き（底面定位時 約170°）

1/200秒間隔で捉えたカジカの前進速度

前進速度

体
の
傾
き



体が水平の時に、最大の遡上能力が発揮できる

1/200 秒間隔で計算した、前進速度と体の傾き



1秒にも満たない遡上行動。高速ビデオカメラで観察すると…..

底生魚も、遊泳魚も
遡上能力を発揮するために バランスを崩させない



流れ

バランスを崩さないように、天井を設置

最適な内角は？



15°前後のひさしが、カジカの定位および移動を助ける

V字空間は、カジカだけでなく、金魚など小型の魚にも有効



導入の仕方1

コンクリートブロックなど
を、既存魚道に固定する

V字空間

ブロック

V字状の空間



導入の仕方2
魚道等の壁沿いにV字状のベルトを取り付ける



導入の仕方３

構造物の鉛直面に設置する樋状パーツ（断面）



導入の仕方4
角落しやゲート下部にも



導入の仕方5

人工芝マットと垂木を使った空間形成例（断面）

農業用ホースやダクトホースを使った、ぶら下げ型空間形成⇒

人工芝マット



上部の覆い：
バランスを崩しても、態勢を立て直すことができる
外敵から身を守ることができる

体を押し付けることで、定位（休息）可能

河床の礫下に類似
した空間

内角は25度以下
（5-20度を推奨）

-横V空間が魚の移動を助ける-

底生魚・小型魚のための既存魚道の簡易改善法

傾斜した天井
魚の体高に沿った定位位置を選択可能

狭い空間：流速が減少
内側に粗度があると、より効果的に流速低減
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